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１ A 県立 B高等学校について 
（１）A県立 B高等学校の概要 
A 県立 B 高等学校（以後「B 高校」）は、江戸時代の藩校の流れを汲み、明治 3 年に旧制
中学として創立された、A 県下で最も伝統のある高等学校の一つであり、令和 2 年度に創立
150 周年を迎える。 
 学校の近年の主な動向としては、平成 14 年度に単位制、平成 15 年度に 2 学期制を相次
いで導入、平成 29 年に学校運営協議会を設置し、コミュニティ・スクールとなり、平成 30
年度からそれまでの理数科を改編し、新たに探究科を設置した。 
学校は A 県の北部に位置する B 市にあり、市内唯一の公立普通科高等学校として地域の
進学拠点校の役割を常に担い、卒業生の進路も上級学校への進学が大半を占める。生徒の 9










それに伴い、B 高校の入学定員も減少している。B 市隆盛の時代には、現在の 2 倍以上の
生徒が在籍していたが、人口の減少に伴い、定員減を繰り返している。特に普通科の入学定
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そう思う ある程度そう思う あまり思わない そうは思わない
B 高校では、話し合い活動や探究的な活動など、授業の中で生徒が自ら
考えたり、発表したりする場面が必要に応じて設けられている。 












 B 高校授業改善モデルの作成に向けた示唆を得るため、その先進校として、D 県立 E 高
等学校を訪問し、授業参観や聴き取り調査を実施した。 
（１）調査校の概要 












 授業改善に本格的に取り組み始めた平成 27 年度から平成 29 年度までの 3 年間で、以下
のように外部講師を招き、全教員参加の校内研修を実施している。 
  平成 27 年 6 月 F 社職員 
  平成 27 年 7 月 D 県教育センター指導主事 3 名 
  平成 28 年 6 月 G 社職員 
  平成 29 年 6 月 大学准教授 
  平成 29 年 10 月 大学教授 
  平成 29 年 12 月 大学准教授 







 調査校では、授業公開を所管する教務課が公開研究授業の計画を立案し、全教員が年 1 回、



















 調査校は大変若手教員が多く、20 歳代の教員が 12 名、経験 10 年未満の教員は 18 名にの









 その内容は、平成 30 年度だけを見ても、 
  ・ 校外研修受講の復伝研修 
  ・ ＩＣＴの効果的な使用方法に関する研修 
  ・ 若手教員間の科目横断での授業見学・協議 
  ・ 授業支援アプリの導入などの企画 
  ・ e-portfolio についての研究・発表 








































































































































図 4 コミュニティ・スクールの取組を加えた授業改善モデルの流れ 
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 ※ その他に、A 県立 B 高等学校及び D 県立 E 高等学校の各種資料、それぞれの県、市のウェブ・ペー
ジ等を参照しております。 
